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水
道
は
市
民
生
活
に
直
結
す
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、社
会
生
活
を
支
え

る
基
盤
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
経
営
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、今
後
の

水
道
事
業
に
お
い
て
も
、給
水
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
定
し
て
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

●
給
水
状
況

　

令
和
3
年
度
と
比
べ
、水
を
送
っ
た

件
数
は
86
件
増
え
ま
し
た
が
、年
間
の

給
水
量
は
9
万
5
，
8
9
8
㎥
減
り
、

水
を
使
用
し
た
人
数
も
8
1
6
人
減
り

ま
し
た
。

●
財
政
状
況
(収
益
的
収
支
)

　

収
入
で
は
、給
水
量
の
減
少
に
伴
い

水
道
料
金
が
8
5
4
万
円
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
総
額
は
17
億
4
，

1
5
2
万
円（
3
3
6
万
円
減
）と
な
り

ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、固
定
資
産
除
却
費
、委
託

料
、動
力
費
な
ど
が
増
加
し
、総
額
は

15
億
7
，
7
6
1
万
円（
3
，
3
0
6
万

円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、収
支
は
1
億
6
，
3
9

1
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

供給単価
156円57銭

給水原価
150円07銭

水道料金
156円57銭

水をつくるための
経費(受水費除く)
23円23銭

受水費
(県水の購入費)
58円82銭

家庭に水を送るための経費
14円45銭

使用量の検針や徴収に係る経費
13円35銭

管理運営に係る経費
4円12銭

6円50銭※1

施設の
減価償却費など
36円10銭

供給単価と給水原価
（1㎥ 当たり、消費税などを抜いた表示）

施設整備に要する収入と支出
（資本収支のため消費税など込みの表示）

※1  供給単価が給水原価を上回り、料金収入で給水に必要な費用が賄わ
れました。

施設の
減価償却費など
5億2,257万円

当年度純利益
1億6,391万円

受水費
(県水の購入費)
5億4,456万円

水をつくるための
経費(受水費除く)
2億1,501万円

水道料金
14億4,936万円

その他
2億9,216万円

管理運営に係る経費
3,813万円家庭に水を送るための経費

1億3,374万円

経営活動に伴う収入と支出
（損益収支のため消費税などを抜いた表示）

貸借対照表

収入
17億4,152万円

支出
15億7,761万円

負債・資本合計
179億4,082万円

資産合計
179億4,082万円

固定資産
152億1,242万円

流動資産(未収金など)
27億2,840万円

自己資本金
98億851万円

固定・流動負債
（未払金など）
7億4,524万円

工事負担金など
18億6,972万円

利益剰余金
17億3,709万円

繰延収益
37億8,026万円

不足額※2
6億781万円

基金運営に伴う収入
783万円

基金運営に
伴う支出
783万円

※2  不足額は施設の減価償却費などの内部留保資金などで補てん
しました。

施設の建設改良などの経費
7億1,077万円

使用量の検針や徴収に係る経費
1億2,360万円

収入
1億1,079万円

支出
7億1,860万円

長期貸付金償還金
8,500万円

工事負担金など
1,796万円

令
和
4
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
　
　
　
　
　  

問  

（市）
水
道
業
務
課
経
営
管
理
係

水
道
管
の
冬
支
度
〜
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

応
急
給
水
訓
練
体
験

会
の
実
施

水道水道

水道

▼
冬
の
気
象
情
報
に
要
注
意
！

　

水
道
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
、気
温

が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
の
予
報（
低
温

注
意
報
）が
出
た
時
に
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
凍
結
の
予
防
策

・屋
外
の
水
道
管
は
保
温
材
か
、不
要
に

な
っ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
い
、そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
。

・特
に
低
温
注
意
報
が
出
た
時
は
、蛇
口

か
ら
少
量
の
水
を
流
す
。

▼
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
。

・凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、

そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か

け
る（
熱
湯
は
破
損
の
原
因
に
な
る
の

で
使
用
し
な
い
）。

▼
破
損
し
て
し
ま
っ
た
ら

・メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
止
水

栓
を
閉
め
る
。

・三
木
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

修
理
依
頼
す
る
。

問   

（市）
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
8
2
‐
2
0
1
0

　

災
害
時
の
対
応
に
は
、地
域
の
皆
さ
ま

の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
地
域
の
自
主
防
災
訓
練
や
避
難

訓
練
な
ど
に
合
わ

せ
て
、応
急
給
水
訓

練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
施
を
検

討
す
る
場
合
は
相

談
し
て
下
さ
い
。

問   

（市）
水
道
工
務
課
工
務
係

こんな時は（市）水道お客様センター
（☎82－2010）までご連絡を

○転入や転居で水道を使用・中止する
○売買、相続などにより名義人が変わる
○長期間留守にする
　など
▼窓口営業時間
　午前8時30分～午後5時
　（平日のみ）
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▼年度末給水人口・件数
（人） （千㎥） （％）（件）
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